
 

 

   平成 23 年６月 29 日 
各 位     

   会 社 名 株 式 会 社 光 陽 社 
   代 表 者 名 代表取締役社長 佐 々 木 孝  
   （ コ ー ド 番 号  7 9 4 6  大 証 第 二 部 ） 
   問い合せ先 取締役業務本部長 西田道夫 
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公益財団法人財務会計基準機構への加入状況及び加入に関する考え方等に関するお知らせ 
 

 
 

当社は、平成 23 年３月 31 日時点において公益財団法人会計基準機構へ加入していないため、株
式会社大阪証券取引所の定める上場有価証券の発行者の会社情報の適時開示等に関する規則第２
条第６項の２に基づき、公益財団法人財務会計基準機構への加入状況及び加入に関する考え方等に
ついて、以下のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．公益財団法人財務会計基準機構への加入状況 

   当社は、直前事業年度末日である平成 23 年３月 31 日現在において、公益財団法人財務会計基

準機構へ加入しておりません。 

  

２．会計基準等の内容の適切な把握、会計基準等への的確な対応体制の整備状況 

   当社では、企業情報の適時開示、とりわけ財務会計情報の迅速かつ正確な開示を上場企業の重

要な義務と考えております。当社はこの実現のため、監査法人や内部監査室と緊密な連携のもと

に情報交換を行うことにより業務の適性を確保し、各種セミナーへの参加、専門書籍の購入等、

啓蒙施策を実施することにより対応して参りました。さらに、四半期決算及び年度決算前に、会

計処理の方法や会計基準の変更等に関して監査法人と綿密な事前協議を実施しております。 

  ⅠＦＲＳについても、その重要性を十分に認識し、当該知識の習得に努めてまいります。  

 

３．公益財団法人財務会計基準機構への加入に関する考え方 
   現状発生し若しくは今後発生しうるリスクの可能性の観点、当社の企業規模、事務処理能力及

び海外売上比率等を鑑み、現時点における機構への加入の緊急性は認められず、今後も検討課題

であるとの判断に至りました。 
 

以 上 


